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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 23,859 10.5 742 6.1 748 4.3 474 △1.1

2021年3月期第3四半期 21,601 △8.6 699 △31.1 717 △30.2 479 △35.4

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　486百万円 （△2.3％） 2021年3月期第3四半期　　498百万円 （△33.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 54.77 ―

2021年3月期第3四半期 54.45 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 24,221 12,513 51.7

2021年3月期 24,522 12,476 50.9

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 12,513百万円 2021年3月期 12,476百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 5.00 ― 15.00 20.00

2022年3月期 ― 7.00 ―

2022年3月期（予想） ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）配当予想につきましては、未定とさせていただきます。

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,130 7.8 1,351 31.0 1,360 29.7 870 26.0 101.22

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）当社は2021年９月16日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行っております。連結業績予想の「１株当たり当期純利
益」については、自己株式の取得の影響を考慮しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 8,832,000 株 2021年3月期 8,832,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 403,643 株 2021年3月期 24,143 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 8,661,577 株 2021年3月期3Q 8,807,857 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が促進され9月末

には緊急事態宣言等が全面解除されたことから、行動制限が緩和され経済活動に持ち直しの動きがみられまし

た。しかしながら年末頃より感染力が強い変異株による感染が再拡大し、多くの地域で、まん延防止等重点処置

が適用されるなど国内外経済等への影響に注視が必要な状況が続いております。

　当社グループの属する建設関連業界におきましては、大型需要が少ないことから、ゼネコン、サブコンなどが

中・小型需要に参入する事案が増え、受注競争が激しくなっております。加えて国内外の感染再拡大に伴う、サ

プライチェーン混乱による物不足、原材料価格の高騰などの影響により、工期遅延や案件の先延ばしなどが見ら

れ収益環境は厳しい状況が続いております。

　このような状況の中、当社グループにおきましては、新型コロナウイルス感染症への感染予防対策を徹底した

上で、得意先要望に沿った営業活動、新規顧客の開拓や情報管理の強化による物件受注で需要獲得に取り組んで

参りました。また、物不足や高騰する価格に対しては、市場動向に細心の注意を払いながら対応を行い適正利潤

の確保に努めて参りました。一方、子会社の株式会社カワツウとは連携が図れており、まだシナジー効果として

業績へ与える影響は小さいものの、グループでの営業活動や情報共有を行い新たな需要獲得へ繋げて参りまし

た。

　この結果、売上高は23,859,380千円（前年同四半期比110.5％）となりました。利益面におきましては、営業利

益742,464千円（前年同四半期比106.1％）、経常利益748,248千円（前年同四半期比104.3％）、親会社株主に帰

属する四半期純利益474,434千円（前年同四半期比98.9％）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①財政状態

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ300,509千円減少し、24,221,802千円となりま

した。

　流動資産は、現金及び預金、商品及び製品の増加等があったものの、受取手形、売掛金及び契約資産の減少等

により、前連結会計年度末に比べ147,158千円減少し、12,655,010千円となりました。

　固定資産は、有形固定資産及び無形固定資産の償却による減少等により、前連結会計年度末に比べ153,351千円

減少し、11,566,791千円となりました。

　流動負債は、支払手形及び買掛金、短期借入金、未払法人税等の減少等により、前連結会計年度末に比べ

344,157千円減少し、9,582,776千円となりました。

　固定負債は、長期借入金の返済による減少等があったものの、退職給付に係る負債の増加等により、前連結会

計年度末に比べ6,587千円増加し、2,125,327千円となりました。

　純資産は、剰余金の配当及び自己株式取得による減少等があったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益

の計上等により、前連結会計年度末に比べ37,059千円増加し、12,513,697千円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
　2022年３月期の通期の業績予想につきましては、現時点では2021年５月11日に公表いたしました連結業績予想

から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,947,317 2,692,316

受取手形及び売掛金 8,267,606 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 6,871,555

電子記録債権 583,031 832,658

商品及び製品 1,778,963 2,123,166

未成工事支出金 23,946 －

原材料及び貯蔵品 8,223 6,112

その他 196,520 132,204

貸倒引当金 △3,439 △3,003

流動資産合計 12,802,169 12,655,010

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,673,960 2,580,566

土地 7,455,881 7,455,881

その他（純額） 213,180 206,528

有形固定資産合計 10,343,021 10,242,976

無形固定資産

のれん 179,851 149,876

その他 66,846 54,182

無形固定資産合計 246,698 204,058

投資その他の資産

繰延税金資産 632,058 634,777

その他 606,296 593,749

貸倒引当金 △107,931 △108,771

投資その他の資産合計 1,130,423 1,119,755

固定資産合計 11,720,142 11,566,791

資産合計 24,522,312 24,221,802
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,159,145 5,022,189

短期借入金 3,900,000 3,800,000

１年内償還予定の社債 7,200 7,200

1年内返済予定の長期借入金 26,676 24,436

未払法人税等 239,678 107,618

賞与引当金 131,566 66,143

その他 462,667 555,189

流動負債合計 9,926,934 9,582,776

固定負債

社債 28,400 24,800

長期借入金 112,760 24,993

退職給付に係る負債 1,740,431 1,820,543

役員退職慰労引当金 155,300 192,569

その他 81,848 62,421

固定負債合計 2,118,740 2,125,327

負債合計 12,045,674 11,708,104

純資産の部

株主資本

資本金 1,073,200 1,073,200

資本剰余金 951,153 951,153

利益剰余金 10,518,829 10,797,899

自己株式 △13,962 △268,227

株主資本合計 12,529,220 12,554,024

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 31,425 30,246

退職給付に係る調整累計額 △84,007 △70,573

その他の包括利益累計額合計 △52,582 △40,327

純資産合計 12,476,637 12,513,697

負債純資産合計 24,522,312 24,221,802
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 21,601,093 23,859,380

売上原価 18,184,085 20,191,401

売上総利益 3,417,008 3,667,979

販売費及び一般管理費 2,717,207 2,925,514

営業利益 699,800 742,464

営業外収益

受取利息及び配当金 17,446 2,267

受取保険金 － 3,716

その他 8,712 9,649

営業外収益合計 26,159 15,633

営業外費用

支払利息 8,625 8,577

その他 － 1,271

営業外費用合計 8,625 9,848

経常利益 717,334 748,248

特別利益

固定資産売却益 5,847 5,223

その他 － 33

特別利益合計 5,847 5,257

特別損失

固定資産売却損 143 3,689

特別損失合計 143 3,689

税金等調整前四半期純利益 723,038 749,816

法人税、住民税及び事業税 199,535 278,398

法人税等調整額 43,941 △3,017

法人税等合計 243,477 275,381

四半期純利益 479,561 474,434

親会社株主に帰属する四半期純利益 479,561 474,434
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 479,561 474,434

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,383 △1,179

退職給付に係る調整額 12,184 13,434

その他の包括利益合計 18,568 12,255

四半期包括利益 498,129 486,689

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 498,129 486,689

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2021年９月16日開催の取締役会決議に基づき、自己株式379,500株の取得を行っております。この結

果、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が254,265千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において

自己株式が268,227千円となっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによ

り、電設資材卸売業において、売上値引等の顧客に支払われる対価について、従来は金額確定時に売上高から

控除しておりましたが、当連結会計年度より商品等を販売した時点で変動対価を見積り、取引価格に反映して

売上高から控除する方法に変更しております。また、工事事業における工事契約に関して、工事完成基準を適

用してまいりましたが、当連結会計年度より履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識す

る方法に変更しております。なお、履行義務の充足に係る進捗率の合理的な見積りが出来ない工事については、

原価回収基準を適用しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。た

だし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取

扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、

収益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行わ

れた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影

響額を第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は35,244千円増加し、売上原価は35,272千円増加し、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ28千円減少しております。また、利益剰余金の当期首

残高は4,248千円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示

し、変動対価については「返金負債」として流動負債の「その他」に含めて表示することとしました。なお、

収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により

組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月

31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる

収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表

に与える影響はありません。
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